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ＤＣＴは Dreams comes true の頭文字から 文責 大泉

ロンドンオリンピックのメダリストの多くが

語っていた内容は、今日まで支えてくれた人

達への感謝と、やり通してこれたことの喜び、

そして、チームの力の大切さなどでした。

ものごとを為していくには、本人のみでは

成りません。今日までの日々の中でかかわっ

た全ての人々の思いが、大いなる力となって

「今」につながっているようです。本校も「チ

ーム長岡」を標榜して歩んでいます。今回の

運動会へ向かう毎日は、私たちと子どもたち

みんなで創る「よつばストーリー」とも言え

ます。一人一人が充実感・満足感を味わい新

たに成長するよう願っています。

さて、上のスローガンが全校に提示されて３週目に入りました。『主役は君

だ！』の文字が躍っている感じがします。運動会実行委員会がみんなの願いや思い

を生かして、決定したのでした。

私たち教職員も、この運動会を通して､授業づくり同様「子どもを育てる」ことを確認

しながらかかわっています。私たちが主導するのではなく、子ども達の振り返りを生か

し協働して創る運動会になるように指導しているところです。確認してるのは次のよう

なところです。

子ども達の自治意識をさらに育てる運動会へ

自分のめあてを大切にしていけるように

活動を振り返り､次への見通しをもてるように

自分の思いを言葉で表現していくことを大切にしていけるように

子どもたちの判断・自己決定を大切に

保護者の皆様、子どもたちは今、懸命に頑張っています。運動会当日、心からの応援

をお願いします。頑張る子どもたちを私たち「チーム長岡」職員一同、精一杯支援しま

す。最後に、９月に入り少し暑さも和らいできていますが、運動会当日万全の体調で臨

ませたいものです。子どもたちにも、帰宅後の生活を考えさせていますが、早めの就寝､

早起きなどよろしくお願いします。


